
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

三
重
県
三
重
郡
朝
日
町
大
字
小
向
字

白
部
子
四
一
番
の
一
か
ら
四
日
市
市

釆
女
町
字
清
水
二
九
九
八
番
の
一
八

ま
で

前

ＡＢＣ

九
∑
六
〇
〜
一
二
〇
∑
〇
〇

一
九
∑
五
〇
〜
一
七
六
∑
〇
〇

三
〇
∑
〇
〇
〜
一
四
七
∑
〇
〇
一
七
∑
四
三
二

七
∑
六
九
〇

三
∑
〇
八
一

上
記
Ａ
・
Ｂ
及
び
Ｃ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

後

ＡＢＣ

九
∑
六
〇
〜
一
二
〇
∑
〇
〇

一
九
∑
五
〇
〜
一
七
六
∑
〇
〇

三
〇
∑
〇
〇
〜
一
四
七
∑
〇
〇
一
七
∑
四
三
二

七
∑
六
九
〇

三
∑
〇
八
一

a

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
北
勢
国
道
事
務
所

国
会
事
項

平成™™年˜˜月š—日 火曜日 第œ››�号官 報
〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

一

号

四
日
市
市
大
矢
知
町
字
四
反
田
一
三
〇
〇
番
一
か
ら
同
市
大
矢
知

町
字
斎
宮
谷
一
七
八
五
番
五
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示

す
る
部
分
の
み
。）

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
北

勢
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

一
号

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

前
川

秀
和

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

七

号

南
魚
沼
市
五
日
町
字
欠
ノ
下
二
四
七
三
番
二
か
ら
同
市
今
町
一
〇

七
六
番
四
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
）

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長

岡
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
四
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

一

施
行
者
の
名
称

福
井
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
五
十
三
年
建
設
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号
嶺
北
北
部
都
市
計
画
及
び
福

井
都
市
計
画
下
水
道
事
業
九
頭
竜
川
流
域
下
水
道
（
竹
田
川
処
理
区
）

三

事
業
施
行
期
間

自
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
日
至
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

議
会
開
設
百
二
十
年
記
念
式
典

議
会
開
設
百
二
十
年
記
念
式
典
は
、
十
一
月
二
十
九
日

天
皇
皇
后
両
陛
下
並
び
に
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
の
御
臨

席
の
も
と
に
参
議
院
議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
議
長
は
、
次
の
式
辞
を
述
べ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
こ
こ
に
議
会
開

設
百
二
十
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
衆
議
院

を
代
表
し
て
式
辞
を
申
し
述
べ
ま
す
。

わ
が
国
の
議
会
政
治
は
、
明
治
二
十
三
年
に
帝
国
議
会

が
開
設
さ
れ
て
か
ら
、百
二
十
年
も
の
歴
史
を
積
み
重
ね
、

着
実
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。昭
和
二
十
二
年
に
は
、

国
民
主
権
に
立
脚
し
た
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
国
会

は
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
、
ま
た
唯
一
の
立
法
機
関
と

し
て
広
範
な
権
限
と
責
任
を
も
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
国
会
は
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基
づ
き
、
与
え
ら

れ
た
使
命
の
達
成
に
努
め
、
わ
が
国
の
発
展
と
国
民
生
活

の
安
定
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
近

年
に
お
い
て
は
、
国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
や
世
界
各
国

の
議
会
と
の
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
時
代
と

と
も
に
議
会
活
動
を
伸
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

議
会
制
度
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
経
験
と
英
知
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
日
、
議
会
開
設

百
二
十
年
の
意
義
あ
る
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
議
会
政
治
の
確
立
に
献
身

さ
れ
た
先
人
の
尊
い
努
力
に
対
し
、
改
め
て
心
か
ら
敬
意

と
謝
意
を
表
し
ま
す
。

こ
こ
に
、
わ
た
く
し
ど
も
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
一

層
の
発
展
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
わ
が
国

の
繁
栄
と
世
界
平
和
の
実
現
に
努
め
、
国
民
の
信
頼
と
期

待
に
こ
た
え
よ
う
と
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

次
に
、
天
皇
陛
下
か
ら
次
の

お
こ
と
ば
を
賜
っ
た
。

議
会
開
設
百
二
十
年
記
念
式
典
に
臨
み
、
皆
さ
ん
と
一

堂
に
会
す
る
こ
と
を
誠
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

我
が
国
の
議
会
は
、
明
治
二
十
三
年
、
大
日
本
帝
国
憲

法
の
下
で
開
会
さ
れ
た
第
一
回
帝
国
議
会
に
始
ま
り
、
中

断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
戦
後
は
、
日
本
国
憲
法
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
国
会
に
引
き
継
が
れ
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
昭
和
二
十
一
年
に
実
施
さ
れ
た
帝
国
議
会
最
後

の
総
選
挙
に
お
い
て
、
初
め
て
女
性
議
員
が
選
出
さ
れ
、

ま
た
、
新
し
い
国
会
の
開
設
に
当
た
り
、
貴
族
院
は
廃
さ

れ
、
参
議
院
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
や
、
第
一
回
国
会

の
召
集
以
来
六
十
三
年
が
た
ち
、
国
会
の
時
代
は
、
五
十

七
年
に
わ
た
っ
た
帝
国
議
会
の
時
代
を
超
え
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
様
々
な
時
代
を
経
た
こ
の
長
い
歳
月
を
顧
み

る
と
き
、
議
会
が
、
我
が
国
に
お
け
る
議
会
政
治
の
確
立

に
努
め
、
国
の
発
展
と
国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
力
を
尽

く
し
て
き
た
こ
と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

現
下
の
内
外
の
諸
情
勢
に
思
い
を
致
す
と
き
、国
会
が
、

国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
、
国
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
の

た
め
果
た
す
べ
き
責
務
は
、
い
よ
い
よ
重
き
を
加
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
関
係
者
一
同
が
、
先
人
の
努
力
を
し
の
ぶ
と

と
も
に
、
決
意
を
新
た
に
し
て
、
国
民
の
信
頼
と
期
待
に

こ
た
え
る
こ
と
を
切
に
希
望
し
ま
す
。

次
に
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
の
祝
辞
を
述
べ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
本
日
こ
こ
に
議

会
開
設
百
二
十
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、

誠
に
意
義
深
く
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
議
会
制
度
は
、
明
治
二
十
三
年
、
自
由
民
権

運
動
の
高
ま
り
を
背
景
に
誕
生
し
ま
し
た
。
爾
来
、
幾
多

の
試
練
に
直
面
し
つ
つ
も
、
先
人
達
に
よ
り
、
民
意
を
国

政
に
反
映
す
る
た
め
の
尊
い
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
戦
後
、
国
民
主
権
を
基
本
原
理
と
す
る
日
本
国

憲
法
の
下
、
国
会
は
、
全
国
民
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て

次
に
、
参
議
院
議
長
は
、
次
の
式
辞
を
述
べ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
本
日
こ
こ
に
議

会
開
設
百
二
十
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
参

議
院
を
代
表
し
て
式
辞
を
申
し
述
べ
ま
す
。

明
治
二
十
三
年
十
一
月
の
帝
国
議
会
開
設
に
よ
り
、
我

が
国
議
会
政
治
の
幕
は
開
か
れ
、
立
憲
国
家
と
し
て
歩
み

始
め
ま
し
た
。
爾
来
、
幾
多
の
試
練
を
経
て
、
先
達
が
議

会
政
治
の
進
展
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
に
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
主
権
者

た
る
国
民
を
直
接
代
表
す
る
国
会
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
新
た
に
参
議
院
が
発
足
し
、
国
権
の
最
高
機
関

で
あ
る
国
会
の
一
翼
を
担
い
、民
主
国
家
と
し
て
の
発
展
、

国
民
生
活
の
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
日
、
国
際
社
会
の
中
で
我
が
国
の
役
割
と
責
任
が
一

層
大
き
な
も
の
と
な
る
に
つ
れ
て
、
国
会
が
果
た
す
べ
き

責
務
も
ま
す
ま
す
広
範
か
つ
多
角
的
で
多
様
性
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
こ
れ
ま
で
百
二
十
年
に
及
ぶ
幾
多
の
先
人

の
御
功
績
を
礎
と
し
、
さ
ら
な
る
議
会
政
治
の
発
展
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
諸
課
題
に
敏
速
か
つ
着
実

に
対
応
し
、
国
民
か
ら
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
使
命
と
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
こ
こ
に
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
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